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澁 谷 一

　御殿場ロータリークラブ第58
代会長の澁谷一です。本日の例
会から全40回の例会を全うできますよう、会員皆
様のご協力を頂きながら進めていきますので、よろ
しくお願いいたします。
 前会長、幹事、会計、ガバナー補佐、事務局、そ
れにかかわった理事、役員メンバーの皆様、１年間
ご苦労様でした。またガバナー補佐に関して、その
事務局運営やＩＭの開催と事業も重なり、当クラブ
全会員の能力の高さを再度、認識したところです。
 今年度のテーマは「例会へ行こう」です。例会の
会長挨拶は、月と週別にテーマを決めていきますの
で、楽しみにしてください。
①二十四節気
日本の季節にあった時節柄のことばです。直近で

は、７月７日が小暑、七夕でもあり、各地で祭り
が開催されます。
②ロータリー用語
メンバーと共に勉強しようと思っています。本日
は「ロータリー」の語源です。発足当初、メン
バーは会合（例会）を職業上の事務所にて輪番制
（ローテーション）で開いた経緯から、回転する
＝ロータリーにしたそうです。
③御殿場ロータリークラブ事業
歴史、経緯を説明します。
④ロータリー月間、職業に関するコト、当日の卓話
内容
テーマにしたいと思います。会員が、会食をしな
がら楽しみにしていただけるような例会にしたい
と思います。

会 長 挨 拶

●例　会　場／名鉄菜館
●開 会 点 鐘／18：00
●ロータリーソング／我らの生業
●内　　　容／前会長・幹事・ガバナー補佐・
　事務局・ＩＭ慰労会並びに新会員歓迎会
　親睦活動委員会

●会員誕生日／７月15日　芹澤正明君
７月19日　勝又　誠君
７月23日　長田富夫君

●夫人誕生日／７月12日　斉藤礼志君　ご夫人　智子様
７月21日　柏原大地君　ご夫人　桃子様

●皆　出　席／７月６日　豊山徹也君(ロータリー歴39年）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

※やむを得ず欠席される方は、午前９時50分までにご連絡下さい。

54名 48名 43名 89.58％ 100％

会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に
用いた会員数

前々回の
確定出席率

欠席者
（５名）

7/4の出席報告

橋本喜市君　勝又　淳君　芹澤隆博君
髙橋隆造君　山内　剛君

司　会
長田　崇君

ソングリーダー
秋田悦夫君

出席報告
菅沼良将君

会長挨拶は
こちら
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　私のロータリー歴と本日までの経過報告になり
ます。
2002年５月に入会後、22年が経過しました。同
期入会は、山﨑伊久雄君、前会長の斎藤衛君と私
の３名です。先日入会されました髙橋君、梶君、
込山君の３名と同様で、３人同時入会はそれ以来
だと思います。入会は創立35周年の年で、当時の
会長は今期の親睦活動委員会委員長 長田崇君の父
であり、現在の名誉会員の長田吉弘さんでした。
その後、クラブ創立50周年の石川又英会長、豊山
篤幹事のときに会計を務め、今から３年前の創立
55周年の橋本喜市会長の時に幹事を務めまして、
今回58代会長を拝命しました。
　ここまでの１年間の会長準備期間中は、前半に
ガバナー補佐事務局として、勝又洋ガバナー補佐
のセクレタリーでＲＩ2620地区の中村皇積前ガバ
ナーと数回ご一緒する機会や、御殿場ロータリー
クラブの歴代会長と行動する機会が多くあり、今
回の会長就任前に貴重な体験をさせていただきま
した。後半は会長エレクトとして、11月の
PREPETS、12月の総会、被選理事会６回、３月
PETS、４月地区協議会、各種事前セミナー、RLI
パートⅠ～Ⅲまでの研修プログラムは３年かけて
終了、クラブラーニングファシリテーター会議を
月１回行いました。
　そして今期は、今年で３年目になる豊山徹也ク
ラブラーニングファシリテーター（旧クラブ研修
リーダー）をリーダーに、RＩ、地区方針をもとに、
御殿場ロータリークラブの伝統と継続、活性化に
ついて月１回の会議を継続して５人で行います。
豊山徹也君、斎藤衛君、橋本喜市君、豊山篤君と
私で、継続課題を引き継いでいきます。
　色々な課題があるなかで、今期のクラブテーマ
は「例会へ行こう」にさせていただきました。本
当にシンプルなテーマです。ロータリークラブは
例会出席が義務であり、特に御殿場ロータリーク
ラブは伝統的にホームクラブ100％出席を毎年、表

彰しています。例会場ではメンバーが集い、親睦
を深め、奉仕を広めることが大事です。また今年
度は以下内容を含め色々な変更があります。皆さ
んの英知を集めて対応することが必要です。

❶ 例　会
例年47～48回程度から、年間40回への削減になり
ました。コロナ後の物価高騰原因による会計上の
問題が主な理由になります。今期のみでは解決は
難しく、継続課題としていきます。
・時間厳守―60％ルール、開始/終了時間の徹底
・オンオフの徹底―親睦の時間と卓話の時間を守る
・テーブル会のお願い―親睦委員中心の食事会
　（メーキャップ対象）
・例会の充実―プログラム（卓話）、親睦活動（雰囲
　気）、SAA（監督）
❷ クラブ協議会への全員参加
従来は理事・委員長のみ参加の協議会でした。良
い点はクラブメンバー全員が同じ情報を持つこと
と、多くのメンバーから意見をいただけることで
す。これこそが大事であるという考えから、全員
参加をお願いします。
❸ クラブフォーラム
今期も引き続き、クラブの課題テーマをテーブル
会議方式で行います。今期は、CLP推奨の５常任
委員会構成を念頭に行っていきます。特に本件は
クラブ細則にも関係するため、重要事項として扱
います。

　最後になりますが、コロナ以後、世の中は大き
く変わってきました。コロナがあったという要因
ではなく、コロナ禍という現象を通して、私たち
が変わらなければいけなかったことを教えてくれ
たと思います。日本も30年間、世界から取り残さ
れ、円安、プラス金利、働き方改革、気候変動
等々、あらゆるものが従来と違ったコトになって
きました。

　活動計画書の挨拶の最後に、チャールズ・ダー
ウィンの一説を書きました。
「生物が不変のものでなく、長時間かけて次第に
変化してきたという考え方」（生き残る種は、強
い種でなく、環境に順応した種という説）
御殿場ロータリークラブは、発展し、継続する為
に、良い点は継続し、修正する点は修正し、メン
バー全員で親睦と職業奉仕の精神を堅持していきた
いと思います。１年間よろしくお願いいたします。

会　長　澁 谷  一

会 長 所 信
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彰しています。例会場ではメンバーが集い、親睦
を深め、奉仕を広めることが大事です。また今年

会長・幹事・ＳＡＡ挨拶

・・・・・・・・・・・・・・・・・



　本年度、幹事を務めます大胡田です。昨年度、渡
辺前幹事はPETSで「幹事は、黒子」とのお言葉に
より、黒子に徹しで務められたと思います。今年度
のPETSでは、「幹事は会長を補佐し、各委員会の委
員長と連携を密にしてください」と、そのままの教
科書的なお言葉でした。しかし、先月の一泊例会で
パスト会長や幹事の皆様から、「責任は幹事が取れ、
会長ではないぞ」とか、「会長は大枠でよい、幹事が
具体的に伝達しろ、意義申し立ては幹事が受けて、
会長や理事会と調整して周知しろ」と多くの激励を
頂きました。当たり前の事、やるべき事、やらなけ
ればならない事をしっかりやる、新年度を迎え、気
を引き締めて凡事徹底をして、今年度務めてまいり
ます。また、澁谷会長が所信で述べられたことを実
行するため、サポートしてまいります。

　委員会の委員長の時にお世話になり、お手本とし
たい３人の幹事を挙げます。
　クラブ会報委員長の時、第１号のプログラムに
「ガバナー補佐公式訪問」と記載があり、ある先輩
から「補佐の時は公式訪問をつけるな、委員会報告
で訂正しろ」と申しつけられました。１号目は前任
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の会報委員が作成します。ただプログラムは関与し
ていないので、幹事に相談したところ、「分かった」
と仰ってくださり、幹事報告でお詫びと訂正をして
頂きました。大変ありがたく、頼もしく思いました。
　プログラム委員長の時は、18名ほど外部卓話を
依頼しました。毎月、ご連絡頂き、翌月さらに２か
月、３か月先の問い合わせがあり、随行者の確認や
謝礼など細部の調整は幹事がしてくださいました。
先の先を見据えながら、細やかな配慮もされ、大変
だと思いました。

　親睦活動委員長の時は、幹事は戸栗さんでした。
年度初めに「親睦の内容で今年度が決まるんだから
な」とおっしゃられ、親睦行事すべてに具体的な指
示を頂きました。観月会では「先輩方は雅心苑のみ
たらし団子を召し上がっているので、100本買って
こい」、新年会では「メニューにフカヒレを出せ」、
そしてクリスマス家族会でのメニューは長田シェフ
にすべてオーダーされました。１つだけお断りさせ
ていただいたのは、一泊例会で「参加者全員に酌を
してくれる人をつけろ」。これだけは、丁重にお断
りさせていただきました。あの綺麗な社長室に企画
書と収支報告書をお持ちすると、いつも前向きで楽
天的なことしかおっしゃらず、最後は「なんとかな
るべー」が口癖でした。
　私の地区は戸数が少なく、区長を終えると、財産
区議員と報徳会理事への規定路線があります。スポ
ンサーの教えを守り、「NOは言うな」との精神で幹
事職をお引き受けしましたが、行事が重ならないこ
とを願うばかりです。勝又副幹事、渡辺前幹事に助
けていただき、戸栗さんの言葉を信じ務めてまいり
ます。１年間よろしくお願いいたします。

幹　事　大胡田明寿

幹 事 挨 拶
・・・・・・・・・・・・・・・・・



勝又　英和

澁谷　　一
大胡田明寿
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6/20のメーキャップ

7/4のスマイル

長田　富夫君
嶋田　康一君
池谷　正徳君
勝又　　淳君
長島　和彦君
神谷　高義君
勝間田太住君
秋田　　敬君
石川　又英君

地区協議会
北海道Ｅクラブ
北海道Ｅクラブ
北海道Ｅクラブ
北海道Ｅクラブ
北海道Ｅクラブ
北海道Ｅクラブ
ワールド大阪
北海道Ｅクラブ

４月14日
６月19日
６月20日
６月24日
６月25日
６月26日
６月27日
７月３日
７月３日

今年度「例会を楽しもう」をモッ
トーに頑張ります。どうぞよろしく
お願いいたします。会長・幹事

　今年度、S.A.A.を務めさせていただきます勝又博文
です。S.A.A.補佐の勝間田太住君ともども、どうぞよ
ろしくお願いいたします。
　S.A.A.はSergeant-at-Armsの略記で、直訳すると
「武装した護衛官」となりますが、ロータリークラブ
では「会場監督・進行役」という意味で使われていま
す。その起源は、中世イギリスの封建領主の身辺を護
るために選ばれた武装士官で、ナイトに準じる処遇を
受け、議場や宮廷で秩序を維持し、施設の管理を統括
する高官でありました。
　ロータリークラブでは良い例会とするための条件と
して、good meal, good speech, good atmosphere 
と言われておりますが、この良い食事、良い卓話、良
い雰囲気を会場監督として取り仕切り、例会が会員に
とって貴重な時間となるようにすること、これが、
S.A.A.としての私の役割であろうと考えております。
　例会をはじめ全ての会合が、明るく楽しい雰囲気の
中にも秩序正しく運営されるよう常に心を配り、クラ
ブの気品と風紀を守りつつ、会合がその使命を発揮で
きるように設営と進行役を務めたいと思っております。

　ロータリークラブのメンバーは、特に各業界から選
ばれた方々であり、強い運気をお持ちの皆様です。こ
の強運を持った皆様が集まる例会は強力なパワース
ポットとなっているはずであります。このことを、ク
ラブ会員の菅沼良将君のお父上で、当クラブの創立会
員で名誉会員でもある菅沼久君が、創立50周年記念式
典への寄稿文の中で「自分の仕事関係の世界しか知ら
なかった私が、ロータリーの世界を知ることによって、
多くの異業種の方々と出会い、交流を持ち、視野を広
げることができました。このことは、私の人生におい
て、世界の広さと人生の深みを知る大変大きな機会と
なりました。そして、大きな力を与えてもらいまし
た。」と、述べております。会員の皆様にも、このパ
ワースポットである例会を心から楽しんで頂き、強い
運気を身にまといお帰り頂きたいと思います。
　例年通り、会員相互の親睦と交流を図るため、席替
えを３か月ごとに実施いたします。また、早退される
方は、所定の書面にて早退届を提出いただきます。
クールビズについては先日、前会長・幹事から話があ
りましたように、Ｙシャツを着用し、ネクタイとジャ
ケット着用は自由といたします。
　そして、特に気にしておりますのは、会長挨拶時と
卓話者のスピーチ時の「会員の私語」であります。御
殿場ロータリークラブの品位にも拘わりますので、各
自どうぞ自重くださるようお願いいたします。
　良い例会となるよう、一生懸命務めさせていただき
ます。１年間宜しくお願いいたします。

Ｐ.６

Ｐ.８

Ｐ.16

Ｐ.32

熱狂的なスポーツファンのステファニー A. アーチック国際
ロータリー（ＲＩ）会長の手にかかれば、ロータリーは常に
表彰台を狙えるポジションに就くことができます。

おすすめトピックス

７月号

ＲＩ会長紹介　The Playmaker

ガバナーの横顔

母子の健康月間
A labor of love　愛情が支える活動

ＲＩ会長メッセージ
ＲＩ会長　ステファニー Ａ. アーチック

第2620地区　小泉久司ガバナー（甲府西ＲＣ）紹介
「社会によりそう奉仕を展開」

ＳＡＡ　勝 又 博 文

S A A 挨 拶




